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　３月７日の令和５年第１回粟国村議会定例会開会前に、新議場で開場式を開催し、与那城義幸議長、髙良修一村
長から挨拶を賜りました。開会後は令和５年度予算などを３月１０日までの４日間審議されました。



歳入
24億1,003万7千円24億1,003万7千円

合　計
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歳出
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村税（村民税、固定資産税など）57,124村税（村民税、固定資産税など）57,124

村税 56,138村税 56,138

その他①
32,008
その他①
32,008

その他①
29,052
その他①
29,052

繰越金16,102繰越金16,102

諸収入  23,470諸収入  23,470

その他② 23,231その他② 23,231

その他② 25,332その他② 25,332

繰入金
226,891
繰入金
226,891

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

760,000

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

760,000

23,85323,853

110,323110,323

760,000760,000205,631205,631 561,194561,194 293,106293,106 345,408345,408

議会費 39,889議会費 39,889 予備費 8,270予備費 8,270

総額
1,916,065
総額
1,916,065

総額
2,410,037
総額
2,410,037

総額
1,916,065
総額
1,916,065

総額
2,410,037
総額
2,410,037

村債（村の借入金）
175,108

村債（村の借入金）
175,108県支出金

203,756
県支出金
203,756

国庫支出金
398,375
国庫支出金
398,375

総務費
500,390
総務費
500,390

1,230,8931,230,893 184,162184,162

158,741158,74140,57640,576

165,180165,180

50,81750,817
7,8417,841

66,56866,568
5,0005,000

24,71724,717

163,107163,107 312,435312,435

民生費
174,373
民生費
174,373 衛生費 

113,883
衛生費 
113,883

農林水産業費
584,086
農林水産業費
584,086

商工費 46,742商工費 46,742
消防費 9,833消防費 9,833

諸支出金 51,382諸支出金 51,382土木費85,228土木費85,228

教育費
160,509
教育費
160,509

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

141,480

公債費
（国や金融機関などからの借入金の返済）

141,480

歳入

歳出 （単位 : 千円）

（単位 : 千円） その他① : 寄付金、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入
その他② : 地方譲与税、地方消費税交付金、利子割交付金、配当割交付金
　　　　　株式譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、環境性能割交付金
　　　　　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

その他① : 寄付金、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入
その他② : 地方譲与税、地方消費税交付金、利子割交付金、配当割交付金
　　　　　株式譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、環境性能割交付金
　　　　　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

議会費 4,057万6千円（1.7％）議会費 4,057万6千円（1.7％）予備費 500万円（0.2％）予備費 500万円（0.2％）

村税（村民税、固定資産税など）5,613万8千円（2.3％）村税（村民税、固定資産税など）5,613万8千円（2.3％）
分担金・負担金 200万7千円（0.08％）分担金・負担金 200万7千円（0.08％）
使用料・手数料 1,189万1千円（0.5％）使用料・手数料 1,189万1千円（0.5％）

財産収入 1,515万4千円（0.6％）財産収入 1,515万4千円（0.6％）
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諸収入・寄付金
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1,678万9千円（0.77％）
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　　　繰入金
2億563万1千円（8.5％）
　　　繰入金
2億563万1千円（8.5％）

地方交付税
（自治体の財政力に応じ国から交付）

7億6,000万円（31.5％）
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（82.4％）（82.4％）

総務費
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民生費
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1億5,874万1千円
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農林水産業費
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（6.8％）
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1億6,310万7千円
（6.8％）

商工費 5,081万7千円
（2.1％）

商工費 5,081万7千円
（2.1％）

消防費 784万1千円
（0.3％）

消防費 784万1千円
（0.3％）

諸支出金 2,471万7千円（1％）諸支出金 2,471万7千円（1％）

土木費6,656万8千円
（2.7％）

土木費6,656万8千円
（2.7％）

教育費
3億1,243万5千円
（13％）

教育費
3億1,243万5千円
（13％）

公債費（国や金融機関などからの借入金の返済）1億6,518万円
（6.9％）

公債費（国や金融機関などからの借入金の返済）1億6,518万円
（6.9％）

令和5年度

令和5年度
特別会計予算

　3月定例会は、3月7日から10日（4日間）の会期で開か
れ、初日に村長から令和5年度の施政方針演説がありま
した。今定例会では、新年度当初予算のほか令和5年度
補正予算等が提出され、原案のとおり可決されました。

　令和5年度の主な事業
　新規事業は、離島航空路チャーター運航支援事業
66,967千円、旧庁舎解体設計委託業務3,000千円、旧
庁舎解体工事108,400千円、新庁舎雨戸取付設計委託
1,000千円、新庁舎雨戸取付工事20,000千円、ヤガン原

等歩道改修3,000千円、戸籍総合システムブックレス導入
委託20,075千円、粟国島農業活性化事業5,526千円、定
住促進住宅整備事業14,950千円、育成牛購入9,000千
円、教員宿舎建設費152,785千円などがあります。前年度
に引き続き一括交付金を活用したハブ対策、墓地周辺環
境整備、「ア」のくにづくり推進、和牛改良支援学力向上
支援事業や、直営で運営している歯科診療所、とび吉、植
物コンテナ、オートキャンプ場など、また補助事業を活用
した粟国フェリーターミナル整備、製糖工場宿舎整備や
地域公共交通、子どもの居場所などが継続されます。

（単位：千円、％）

会　　　　計 令和5年度 前年度比較
増減額 増減率

令和5年度特別会計歳入歳出予算
令和4年度

国民健康保険特別会計
航路事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
村民牧場事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
歯科診療事業特別会計
特別会計合計

88,352
327,914
191,407
29,312
27,688
7,954
̶    

672,627

91,048
386,505
271,142
51,115
40,354
7,833
18,603
866,600

2,696
58,591
79,735
21,803
12,666
△121
̶     

193,973

2.96
15.1
29.4
42.6
31.3
△1.5
̶    
22.3％
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（単位：千円、％）

会　　　　計 令和5年度 前年度比較
増減額 増減率

令和5年度特別会計歳入歳出予算
令和4年度

国民健康保険特別会計
航路事業特別会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
村民牧場事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
歯科診療事業特別会計
特別会計合計

88,352
327,914
191,407
29,312
27,688
7,954
̶    

672,627

91,048
386,505
271,142
51,115
40,354
7,833
18,603
866,600

2,696
58,591
79,735
21,803
12,666
△121
̶     

193,973

2.96
15.1
29.4
42.6
31.3
△1.5
̶    
22.3％

令和4年

令和5年

令和4年

令和5年

粟国村議会だより
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修正動議 令和４年度一般会計補正予算書（第４号）に
対する修正案

照喜名英雄議員他1名より提出
趣　旨

　歳出予算、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、18 節負担補助及び交付金、64 細節自動車運
転免許更新に伴う補助、金 60 万円につきまして修正動議を発しております。その 60 万円は予備費へ計上し
ます。本件につきましては、質問の中で様々なご意見がございましたけれども、負担金補助という予算上の
性格上、支出根拠のないもの、まして終わった事業のものについてこういった後付け予算をつくるというこ
とは予算性質上好まないと考えております。よってこの部分につきましては認定できないと、予算修正減額
を求めます。以上です。

小橋川聡 議員
　今の修正案に対して、私は令和４年度近隣離島もこの免許更新ができていないということで粟国
村だけではありません。そこでですね、これが継続して続くのであれば考えますが、令和５年度は

組んでおりません予算上。これは１回限りです。こういう未曾有というんですかコロナでなかなかない出来事で
60 万円を否決することは僕は考えておりません。ただですね、この修正動議に反対しますけど、令和５年度には
ちゃんとここでできるようにちゃんと協議をもって執行部でこれはお願いして、僕はこの修正動議に反対します。
上江洲智章 議員
　私は修正動議に反対します。新型コロナが発生して３年間、世界的に粟国村もコロナに苦しめられ我慢の日々
を過ごされたと思います。この案件が発生した理由も、この案件というのが予算を組んだ理由ですね、コロナとい
う感染症があるために起きたことです。その中で村役場の担当者、駐在の方もコロナを粟国で蔓延させないという
ことで免許更新を粟国でできること中止しています。そのことから考えますと、コロナがなければ、このような案
件は起こらない、起こってなかった。私は粟国村単独のコロナ給付金と見なして、これはとてもいいことだと思い
ます。この給付金、補助金。その中で今回の修正動議に対して私は反対します。
赤嶺眞知子 議員
　修正動議に対して反対します。小橋川議員、上江洲議員が言ったように、本当に村民一人一人のことを考えると
切実な思いで反対と致します。

城間成弘 議員
　私は修正動議に賛成と致します。補助金の交付のあり方、地方自治体として、そういう交付申請
のあり方で間違っていると思います。そして先ほど新型コロナのためといいますけど、新型コロナ

対策は十分給付金やいろいろと村民の皆さん、国民の皆さんに十分交付されてやられています。その中で免許更
新だけ粟国村がそういう補助金で賄う、そしてまた令和４年度わずか 30 名といいますけど、粟国村のあと残りの
方 360 名おります。そういう方たちはどうするんですか。コロナ対策でしたら国、県からころな対策国民に行き
渡るような補助金が交付されております。今回３月２日に予算を決定して提出したということ自体、補助金として
交付申請のあり方があると思いますけど、それなされておりません。村長独断で予算計上したと思いますので、今
回、修正動議に私は賛成と致します。

自動車運転免許更新に伴う補助について討 論
原案
賛成

修正案
賛成

議員名簿

議案名等
出席者 賛成 反対 議決

結果
小橋川

聡
照喜名

英雄
赤嶺

眞知子
城間
成弘

宮里
昻

上江洲
智章

与那城
義幸
議長

令和4年度粟国村一般会計補正予算案
（第4号）に対する修正案

7 4 3 否決 〇 × 〇 × × 〇 〇

＊可否同数の為、議長裁決となり、議長は賛成し修正案は否決されました。

修正動議の賛否

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

１
．村
民
支
援
策
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
令
和
４
年
12
月
定
例
会
一

般
質
問
で
、
基
金
を
活
用
し
た

村
民
支
援
策
は
で
き
な
い
か

と
提
案
し
ま
し
た
。
村
長
の
答

弁
で
は
、
令
和
４
年
３
月
補
正

予
算
ま
た
は
令
和
５
年
度
当

初
予
算
等
で
検
討
し
た
い
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
実
施
す
る

の
か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

今
年
度
の
令
和
４
年
度
の

補
正
予
算
と
令
和
５
年
度
の

当
初
予
算
に
お
い
て
は
基
金

を
活
用
し
た
村
民
支
援
施
策

は
反
映
し
て
い
ま
せ
ん
。
改
め

て
地
域
福
祉
基
金
に
よ
る
老

人
ホ
ー
ム
補
助
事
業
裏
負
担

分
へ
の
充
当
、
可
能
で
あ
れ
ば

図
書
購
入
基
金
条
例
の
廃
止

と
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
、

同
じ
く
粟
国
村
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
を
用
途
別
に
財
調
や

福
祉
事
業
等
へ
の
充
当
、
ま
た

そ
の
他
基
金
に
つ
い
て
も
用

途
活
用
に
つ
い
て
精
査
し
、
６

月
定
例
会
補
正
予
算
へ
計
上

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

Q 

質
問

　

村
長
の
施
政
方
針
で
物
価

が
高
騰
し
、
村
民
の
暮
ら
し
が

家
計
の
や
り
く
り
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す

と
、
施
政
方
針
で
答
弁
を
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
村
民
へ
の
支
援

策
他
は
な
い
で
す
か
。
村
民
支

援
策
に
つ
い
て
、
物
価
が
上

が
っ
て
、
電
気
代
、
食
料
品
全

て
の
物
価
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
１
２
月
、
今
回
３
月
の
一

般
質
問
で
同
じ
質
問
を
し
て

い
ま
す
が
、
支
援
策
に
つ
い
て

基
金
を
活
用
し
て
は
ど
う
か

と
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
当
初

予
算
で
何
も
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
村
長
が
議
員
か
ら
具
体

策
、
意
見
は
な
い
か
と
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
今
、
粟
国
村

で
行
っ
て
い
る
バ
ス
を
お
年

寄
り
は
無
料
に
す
る
、
ご
み
袋

を
無
料
に
す
る
、
船
運
賃
の
荷

物
を
１
個
は
無
料
に
す
る
、
農

業
振
興
資
金
の
利
息
も
無
料

に
す
る
、
植
物
工
場
の
野
菜
も

安
く
す
る
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も

年
齢
で
安
く
ま
た
は
無
料
に

す
る
な
ど
、
独
自
で
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
あ
た
り
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

村
の
歳
入
の
減
に
つ
な
が

る
の
で
、
こ
の
物
価
高
の
中
で

予
期
せ
ぬ
支
出
の
と
き
に
耐

え
ら
れ
る
か
と
い
う
不
安
も

あ
り
ま
す
。
世
の
中
が
景
気
が

良
い
と
き
に
、
税
収
も
ど
ん
ど

ん
入
っ
て
く
る
時
に
、
そ
の
と

き
に
改
め
て
検
討
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し
今

お
話
の
あ
っ
た
中
で
検
討
し

て
い
い
案
件
に
つ
い
て
は
６

月
議
会
で
も
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

景
気
が
良
く
な
っ
た
ら
考

え
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
物
価

高
で
今
困
っ
て
い
る
時
期
に

し
な
い
と
だ
め
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
基
金
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
と
質
問
し
ま
し
た

が
、
基
金
は
何
の
た
め
に
積
立

し
ま
す
か
。
ど
う
い
う
と
き
に

使
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
困
っ

て
い
る
と
き
に
使
え
な
い
基

金
に
意
味
は
あ
り
ま
す
か
。
使

え
る
目
的
を
つ
く
る
の
が
仕

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
今
や

ら
な
い
と
意
味
が
な
い
で
す
。

１
２
月
に
も
質
問
し
て
い
ま

す
が
検
討
を
し
て
い
な
い
の

が
だ
め
な
ん
で
す
。

２
． 堆
肥
置
き
場
の
補
助
金

に
つ
い
て

Q 

質
問

　

令
和
４
年
12
月
定
例
会
一

般
質
問
で
、
環
境
美
化
作
業
な

ど
で
出
さ
れ
る
草
木
を
堆
肥

と
混
ぜ
肥
料
に
す
る
た
め
、
一

小橋川  聡 議員

令
和
5
年
3
月
定
例
会

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

括
交
付
金
を
活
用
し
て
補
助

で
き
な
い
か
、
提
案
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
検
討

を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
は
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  
村
長

　

平
成
29
年
度
に
一
括
交
付

金
事
業
で
実
施
し
た
環
境
衛

生
処
理
事
業
で
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
に
生
ご
み
処
理

機
と
草
や
木
の
粉
砕
機
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

設
備
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

草
木
に
該
当
す
る
も
の
で
す

が
、
環
境
美
化
作
業
か
ら
出
さ

れ
た
草
木
も
同
様
に
扱
わ
れ

る
の
か
確
認
は
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
堆
肥
工
場
の
そ
の
も

の
の
補
助
事
業
は
再
三
、
県
と

の
話
し
合
い
の
中
で
も
本
村

の
規
模
で
は
厳
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
環
境
美
化
作

業
か
ら
出
さ
れ
る
草
木
も
有

効
に
資
源
活
用
す
る
た
め
堆

肥
に
す
る
か
、
他
の
原
料
は

な
い
か
を
調
べ
別
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
で
活
用
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q 
質
問

　

生
ご
み
処
理
の
施
設
で
は

今
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
12
月
に
民
生
課
長
は

そ
こ
も
い
っ
ぱ
い
だ
と
持
っ

て
き
て
も
困
る
と
答
弁
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
全
部
処
理
で
き

そ
う
で
す
か
。

A 

答
弁 

濱
川
克
也 民

生
課
長

　

今
、
生
ご
み
処
理
と
草
木

の
粉
砕
場
で
処
理
し
て
い
ま

す
が
、
環
境
美
化
で
の
草
木

を
持
っ
て
行
く
と
少
し
オ
ー

バ
ー
す
る
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
現
在
、
草
木
と
生
ご

み
で
一
緒
に
処
理
し
て
い
ま

す
け
ど
、
環
境
美
化
で
持
ち
込

ま
れ
た
草
木
を
一
度
に
燃
や

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
を
ず
っ
と
他
の
場
所
に

置
い
て
お
く
か
た
ち
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
厳
し
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Q 

質
問

　

12
月
と
同
じ
答
弁
で
あ
ち

ら
も
満
杯
し
て
置
く
所
が
な

い
、
12
月
に
質
問
し
た
の
が
、

一
括
交
付
金
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
補
助
し
て
く
れ
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
村
民
、
農

家
へ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
補
助

を
す
れ
ば
、
牛
小
屋
の
横
に
堆

肥
場
を
造
っ
て
、
少
し
で
も
草

木
を
減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。

今
、
肥
料
も
高
騰
し
て
い
ま
す

か
ら
、
今
は
草
木
は
ご
み
で
す

が
、
混
ぜ
た
ら
堆
肥
に
な
り
ま

す
よ
と
い
う
質
問
を
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
経
済
課
長
は
、

そ
の
と
き
に
国
、
県
と
一
括
交

付
金
で
で
き
る
か
調
査
し
て

み
ま
す
と
い
う
答
弁
で
し
た

が
、
国
、
県
の
回
答
は
ど
う
で

し
た
か
。

A 

答
弁  

新
城
光
則経

済
課
長

　

12
月
議
会
で
ご
提
案
に
つ

い
て
、
一
括
交
付
金
の
制
度

上
、
個
人
の
資
産
形
成
上
に
な

る
部
分
の
補
助
は
で
き
な
い

と
い
う
の
が
要
項
で
あ
り
ま

す
の
で
、
一
括
交
付
金
で
は
活

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

Q 

質
問

　

で
は
村
で
作
る
こ
と
は
可

能
で
す
か
。

A 

答
弁  

新
城
光
則経

済
課
長

　

村
で
個
人
の
方
に
対
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
助
に
つ
い

て
は
、
即
答
は
ち
ょ
っ
と
し
か

ね
ま
す
の
で
、
現
状
と
か
考
慮

し
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

質
問
し
て
、
検
討
し
ま
す

と
、
ま
た
い
つ
聞
け
ば
い
い
ん

で
す
か
。
ま
た
先
延
ば
し
に
な

り
ま
す
が
。
い
ろ
い
ろ
考
え
て

国
県
へ
要
望
を
だ
さ
な
い
と

だ
め
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
肥
料

も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
か

ら
堆
肥
化
す
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

３
．学
生
の
支
援
に
つ
い
て

Q 

質
問

　

現
在
、
粟
国
村
で
は
高
校

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

生
、
大
学
生
、
専
門
学
生
に
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。
ま
た
こ

ど
も
医
療
費
助
成
対
象
を
高

校
生
、
大
学
生
、
専
門
学
生
へ

拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

現
状
は
、
粟
国
村
育
英
会
と

し
て
大
学
生
、
大
学
院
生
に
月

額
3
万
円
、
高
校
生
及
び
専
門

学
生
に
月
額
2
万
円
を
貸
与

支
援
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
無

利
息
の
貸
与
と
な
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
に
は
７
年
以
内
の

償
還
と
は
な
り
ま
す
が
、
無
利

息
で
す
。

　

２
番
目
と
し
て
高
校
在
学

支
援
補
助
金
、
保
護
者
が
定

期
的
に
見
回
り
す
る
こ
と
で

高
校
３
年
間
を
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
月
２
回
の
フ
ェ

リ
ー
往
復
運
賃
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
む
る
ぶ
し
寮

等
に
入
居
で
き
な
か
っ
た
高

校
生
に
対
し
て
は
ア
パ
ー
ト

を
借
用
す
る
た
め
、
初
回
限
り

10
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
回
の

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
に

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
次

に
、
離
島
高
校
生
修
学
支
援
費

補
助
金
、
高
校
生
が
寄
宿
舎
や

ア
パ
ー
ト
に
住
む
た
め
の
代

金
、
ま
た
帰
省
の
た
め
の
バ
ス

運
賃
や
フ
ェ
リ
ー
運
賃
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
年
間
24
万
の

補
助
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
国
庫
補
助
、
県
補
助
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
高
校

生
学
習
用
端
末
購
入
補
助
金
、

沖
縄
県
で
は
令
和
４
年
度
か

ら
新
高
校
１
年
生
に
い
わ
ゆ

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
を
進

め
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
沖

縄
県
は
1
万
5
0
0
0
円
を

補
助
し
、
当
村
で
も
そ
の
補
助

の
上
乗
せ
と
し
て
端
末
の
最

低
価
格
の
1
万
5
0
0
0
円

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
次
年
度

に
つ
い
て
も
同
様
の
補
助
を

予
算
措
置
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
高

校
生
ま
で
の
拡
充
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
ま
で

は
粟
国
村
単
独
で
中
学
生
の

医
療
費
補
助
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
４
年
度
よ
り
沖
縄

県
が
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
を
対
象
と
し
ま

し
た
の
で
、
村
で
は
高
校
生
を

考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
ま
だ
予
算
化
に
至
っ
て
は

お
り
ま
せ
ん
が
皆
さ
ん
の
同

意
を
受
け
な
が
ら
予
算
化
し

て
い
く
所
存
で
す
。

《
要
望
》

　

で
き
な
い
理
由
ば
か
り
を

述
べ
る
の
で
は
な
く
、
行
政
は

最
善
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
施
策
を
事
業

化
し
、
国
県
に
も
し
っ
か
り
要

望
し
て
実
現
化
す
る
と
い
う

こ
と
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

 

１
． 天
然
塩
加
工
施
設
使
用

料
に
つ
い
て

Q 

質
問

① 

一
般
会
計
予
算
歳
入
予
算

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ

ま
で
使
用
料
が
発
生
し
ま
す

か
。

イ
、
最
初
に
使
用
料
の
徴
収
年

度
は
何
年
度
で
す
か
。

ロ
、
建
設
に
係
る
事
業
費
の
内

訳
で
村
が
負
担
し
て
い
る
額

は
、
い
く
ら
で
す
か
。

ハ
、
こ
れ
ま
で
の
使
用
料
徴
収

総
額
は
、
い
く
ら
で
す
か
。

②
こ
の
事
業
所
の
粟
国
村
で

の
役
割
、
村
民
の
雇
用
の
効
果

は
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
て
い

る
か
、
そ
の
認
識
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。
使
用
料
を
取
る
よ

り
も
事
業
拡
大
を
助
成
し
新

た
な
増
税
収
入
を
図
る
こ
と

を
行
う
こ
と
は
行
政
の
本
筋

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
当

初
予
算
に
こ
の
収
入
を
計
上

さ
れ
た
と
き
は
、
こ
の
様
な
思

い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

③
全
国
に
粟
国
村
、
粟
国
島
の

名
前
を
広
め
た
粟
国
の
塩
を

粟
国
村
の
特
産
物
と
し
て
今

後
、
ど
の
よ
う
な
宣
伝
等
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

２
． 令
和
４
年
12
月
６
日
一
般

質
問
に
よ
る
そ
の
後
の

経
過
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
公
園
管
理
に
つ
い
て
の
改

照喜名 英雄 議員
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善
等
に
つ
い
て
、
乙
女
像
の
手

入
れ
に
つ
い
て
。

②
渡
船
の
検
査
整
備
期
間
に

つ
い
て

９
月
上
旬
を
中
心
に
考
え
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
旧
盆
御

迎
８
月
28
日
、
旧
暦
８
月
１
日

が
９
月
15
日
彼
岸
入
り
９
月

20
日
か
ら
か
し
ち
ー
９
月
23

日
シ
バ
サ
シ
９
月
24
日
、
妖
火

日
９
月
25
日
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

③
役
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

④
農
協
が
使
用
し
て
い
る
公

民
館
敷
地
に
つ
い
て
、
登
記
変

更
相
手
方
と
の
連
絡
取
れ
て

い
ま
す
か
。

⑤
旅
客
運
賃
の
便
宜
に
つ
い

て
　

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
改

善
事
項
な
ど
も
含
ま
れ
ど
の

よ
う
な
を
措
置
さ
れ
た
か
、
伺

い
た
い
。

３
．行
財
政
改
革
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
行
政
改
革
に
つ
い
て
、
ど
の

様
な
改
革
を
考
え
実
行
し
て

行
く
の
か
伺
い
ま
す
。
行
財
政

改
革
人
件
費
の
見
直
し
と
し

て
村
長
職
の
給
与
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

粟
国
村
長

　

6
3
7
，
0
0
0
円

　

6
7
9
人

那
覇
市
長

　

9
7
7
，
0
0
0
円

　

3
1
7
，
1
9
1
人

渡
嘉
敷
村
長

　

5
8
1
，
4
0
0
円

　

6
8
9
人

座
間
味
村
長

　

5
8
1
，
4
0
0
円

　

8
7
1
人

渡
名
喜
村
長

　

5
8
1
，
0
0
0
円

　

3
3
3
人

南
大
東
村
長

　

6
5
0
，
0
0
0
円

　

1
，
1
9
1
人

北
大
東
村
長

　

6
6
2
，
0
0
0
円

　

5
4
0
人

2
0
2
2
年
４
月
人
口

②
役
場
職
員
の
最
新
の
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
は
い
く
つ
で

す
か
。

③
こ
れ
ま
で
の
庁
舎
建
設
な

ど
に
伴
う
令
和
４
年
度
見
込

み
公
債
費
残
高
、
公
債
比
率
、

経
常
収
支
比
率
の
内
訳
等
を

伺
い
た
い
。

④
90
％
を
下
ら
な
い
経
常
収

支
比
率
と
聞
き
ま
す
、
そ
の
対

策
を
伺
い
ま
す
。

⑤
村
長
の
月
額
給
与
を
半
額

3
1
8
，5
0
0
円
に
な
っ
た

場
合
の
共
済
費
用
等
掛
け
金

を
差
し
引
き
手
取
り
額
を
伺

い
ま
す
。

⑥
中
長
期
的
な
財
政
運
用
計

画
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

４
． 特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
ぐ
に
の
経
営
健
全
化

支
援
す
る
こ
と
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
令
和
３
年
当
時
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
ぐ
に
の
売
却

譲
渡
の
話
が
あ
り
、
関
係
者
が

数
回
、
粟
国
村
を
訪
問
さ
れ
て

い
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム
あ
ぐ
に

側
の
管
理
者
の
交
代
に
よ
り

そ
の
後
売
却
、
譲
渡
さ
れ
ず
に

経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
経

営
は
安
定
し
た
資
金
も
な
く
、

聞
け
ば
管
理
者
交
代
前
に
は

3
，0
0
0
万
円
程
度
の
資
金

も
有
っ
た
記
録
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
あ
ぐ
に
は
、
村

民
が
入
居
し
て
お
り
ま
す
。
施

設
の
老
朽
化
、
対
応
年
数
の
経

過
し
た
も
の
等
々
、
村
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安
心
を
与

え
る
た
め
に
も
粟
国
村
と
し

て
そ
の
経
営
健
全
化
に
老
人

ホ
ー
ム
あ
ぐ
に
の
経
営
安
定

化
に
粟
国
村
と
し
て
基
金
を

創
設
し
て
は
い
か
が
な
も
の

か
伺
い
た
い
。

５
．徴
収
権
の
行
使
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
村
税
に
お
け
る
不
納
欠
損

に
、
過
去
10
年
間
の
額
を
伺
い

た
い
。
地
方
税
法
第
18
条
の
２

時
効
の
完
成
猶
予
及
び
更
新
、

徴
収
権
の
行
使
を
行
っ
て
い

る
か
、
そ
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

②
税
目
別
の
令
和
５
年
３
月

時
点
で
の
滞
納
件
数
と
滞
納

金
を
伺
い
た
い
。
そ
の
中
で
５

年
以
上
滞
納
し
て
い
る
税
目

と
滞
納
金
を
伺
い
た
い
。

③
不
納
欠
損
を
予
算
化
し
な

い
約
束
を
表
明
し
て
も
ら
う

事
を
伺
い
た
い
。
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A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

①
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け

の
賃
借
契
約
に
よ
り
、
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年

契
約
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。
①
イ
：
平
成
17
年
度
分

か
ら
で
す
。
①
ロ
：
建
設
に

係
る
事
業
費
の
内
訳
で
村
が

負
担
し
て
い
る
額
は
、
地
方

債
が
5
5
9
0
万
、
一
般
財

源
が
6
2
7
万
8
0
0
0

円
。
①
ハ
：
こ
れ
ま
で
の
使

用
料
の
徴
収
総
額
は
平
成
17

年
か
ら
令
和
４
年
度
分
で

3
2
5
4
万
8
3
4
4
円
。

②
現
在
20
名
近
く
村
民
が
雇

用
さ
れ
、
働
く
場
所
が
限
ら
れ

て
い
る
本
村
に
と
っ
て
、
そ
の

雇
用
効
果
は
大
変
大
き
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
拡

大
策
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業

で
す
の
で
、
現
在
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同

事
業
所
か
ら
何
ら
か
の
相
談

等
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
議
会
の

皆
さ
ん
に
図
っ
て
当
然
の
ご

と
く
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
③
粟
国
の
塩
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
離
島

フ
ェ
ア
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
他
の
特
産
品

と
同
様
、
村
の
特
産
品
と
し
て

宣
伝
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
の
５
月
３
日
か
ら
７
日
ま

で
神
奈
川
県
川
崎
市
で
開
催

さ
れ
る
「
は
い
さ
い
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
」
に
粟
国
村
ブ
ー
ス
を
出
店

す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
と

き
に
粟
国
村
の
塩
や
黒
糖
な

ど
の
特
産
品
の
P
R
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
粟
国
の
塩

は
、
現
在
既
存
の
顧
客
の
注
文

の
対
応
で
精
一
杯
の
状
況
で
、

今
後
新
た
な
塩
田
タ
ワ
ー
を

１
棟
を
整
備
す
る
予
定
だ
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
生
産
体
制
の

拡
充
で
宣
伝
等
が
必
要
な
場

合
で
あ
れ
ば
沖
縄
海
塩
研
究

所
さ
ん
と
連
携
し
て
宣
伝
に

努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

２
①
む
ん
じ
ゅ
る
乙
女
像
の

手
入
れ
に
つ
い
て
早
急
に
取

り
か
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
②
令
和
５
年
度
の
船
舶
検

査
は
９
月
上
旬
で
進
め
て
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
は
村
行
事

に
重
な
っ
た
こ
と
で
村
民
の

皆
様
や
出
身
者
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
経
緯
も

あ
り
、
５
年
度
に
は
影
響
が
な

い
か
た
ち
を
取
っ
て
い
ま
す
。

予
定
は
９
月
１
日
か
ら
９
月

16
日
、
旧
盆
の
ウ
ー
ク
イ
翌
々

日
か
ら
旧
暦
の
８
月
２
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
暦
の

１
日
、
８
月
１
日
が
９
月
15
日

に
な
っ
て
お
り
、
ド
ッ
ク
期
間

中
で
す
の
で
、
若
干
の
影
響
は

あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

の
他
は
行
事
と
特
段
重
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
現
在
は

10
月
７
日
ま
で
に
検
査
を
終

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

が
続
き
ま
す
と
、
影
響
が
出
る

年
も
予
想
さ
れ
る
た
め
検
査

時
期
の
移
動
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
予
算
の
関
係
も
あ
り
、

現
在
、
総
合
事
務
局
と
協
議
を

重
ね
て
い
ま
す
。
２
③
役
場
跡

地
に
つ
い
て
令
和
５
年
度
に

解
体
を
行
い
更
地
に
す
る
予

定
で
、
そ
の
あ
と
の
利
用
に
つ

い
て
は
村
民
並
び
に
村
議
会

の
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
戴
し

な
が
ら
決
定
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
２
④
地
権
者
の
方
と
は

ま
だ
連
絡
が
取
れ
て
い
ま
せ

ん
。
早
急
に
連
絡
を
取
り
調
整

す
る
考
え
で
す
。
２
⑤
令
和
５

年
度
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
の
当
初
の
申
請
で
計
画

書
を
提
出
し
、
採
択
の
可
否
を

待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
予
算

規
模
は
2
3
8
7
万
で
大
人

5
5
0
0
人
、
小
人
1
8
0

人
を
離
島
住
民
運
賃
並
に
補

助
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
金
額
を
含
め
県
や
国
と
も

協
議
を
重
ね
て
い
る
最
中
で

変
更
の
可
能
性
も
あ
り
、
予
算

の
範
囲
内
で
の
事
業
実
施
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

３
①
村
長
職
の
給
与
に
つ
い

て
は
照
喜
名
議
員
か
ら
お
示

し
の
あ
っ
た
と
お
り
で
す
。
３

②
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
令

和
４
年
４
月
１
日
現
在
91
・

4
％
で
す
。

３
③
令
和
４
年
度
見
込

み
公
債
費
の
残
高
が

23
億
4
1
1
2
万
8
0
0
0

円
、
公
債
比
率
8
・
2
％
、
経

常
収
支
比
率
が
92
％
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
３
④
90
％
を

下
ら
な
い
経
常
収
支
へ
の
対

策
方
、
計
上
収
支
比
率
に
つ

い
て
は
平
成
20
年
度
以
降

90
％
後
半
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
対
策
と
し
て
人

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

件
費
と
物
件
費
の
削
減
努
め

る
ほ
か
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

３
⑤
あ
く
ま
で
試
算
で
す
が

16
万
5
0
4
1
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
３
⑥
現
在
、
財
政
運

用
計
画
は
定
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
作
成
す
る
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

４
①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
沖
縄
県

一
括
交
付
金
の
沖
縄
県
離
島

小
規
模
特
養
等
支
援
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
を
活
用
し

た
補
助
金
８
割
の
う
ち
村
負

担
分
と
し
て
補
助
対
象
外
の

部
分
の
補
助
金
申
請
が
老
人

ホ
ー
ム
あ
ぐ
に
よ
り
あ
り
ま

し
た
。
県
か
ら
の
補
助
金
、
申

請
額
が
確
定
し
て
か
ら
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
沖
縄
県
高
齢
者

福
祉
介
護
課
へ
基
金
を
活
用

し
た
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
補
助

を
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る

か
と
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
し

た
ら
、
そ
の
よ
う
な
市
町
村

は
把
握
し
て
い
な
い
と
の
回

答
で
し
た
。
本
村
で
は
地
域

福
祉
基
金
が
現
在
残
高
は

1
6
0
0
万
余
り
あ
り
ま
す

の
で
、
本
基
金
を
活
用
し
て
老

人
ホ
ー
ム
の
支
援
に
充
て
る

考
え
で
す
。

５
①
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は

住
民
税
が
2
0
0
万
9
0
0

円
、固
定
資
産
税
が
8
4
2
万

1
0
0
0
円
、軽
自
動
車
税
が

10
万
5
8
0
0
円
、
国
保
税

が
1
2
2
万
1
3
0
0
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
村
税
に
お
い

て
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
、

督
促
状
の
送
付
及
び
催
促
状

の
送
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
滞
納
者
と
相
談
し
分
納
処

理
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
と
並
行
し
資
金
差

押
え
に
つ
い
て
戸
籍
調
査
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

５
②
令
和
５
年
の
３
月
１
日

現
在
で
未
納
者
、
住
民
税
が
11

名
の
53
万
4
9
0
0
円
、固
定

資
産
税
が
97
名
の
1
1
3
3

万
1
2
0
0
円
、軽
自
動
車
税

が
11
名
の
19
万
1
4
0
0
円
、

国
民
健
康
保
険
税
が
５
名
の

14
万
2
4
0
0
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
５
年
以
上
滞
納
者
に

つ
き
ま
し
て
は
住
民
税
が
６

名
39
万
7
9
0
0
円
、固
定
資

産
税
が
43
名
71
万
4
0
0
0

円
、
軽
自
動
車
税
が
４
名
、

3
万
5
0
0
円
、国
保
税
滞
納

者
が
３
名
で
5
万
1
7
0
0

円
と
な
り
ま
す
。

５
③
不
納
欠
損
を
予
算
化
し

な
い
約
束
を
表
明
し
て
も
ら

う
こ
と
を
伺
い
し
た
い
。
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
不

納
欠
損
処
理
に
つ
い
て
は
地

方
税
法
に
よ
り
、
そ
の
処
理
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
法

に
基
づ
き
適
切
に
処
理
し
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q 

質
問

　

平
成
の
８
年
、
９
年
の
増
設

を
し
た
と
き
の
も
の
で
、
行

政
側
が
、
使
用
料
徴
収
す
る
か

た
ち
に
持
っ
て
い
っ
た
も
の

で
す
。
粟
国
の
塩
が
ど
れ
だ
け

粟
国
島
に
貢
献
し
た
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
れ
ば
い
つ
ま

で
こ
の
使
用
料
を
取
っ
て
い

る
の
か
。
村
民
の
雇
用
も
考
え

て
、
こ
れ
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
自
体
が
粟
国
島
の
特
産
品

の
開
発
化
に
も
な
り
、
村
の
活

性
化
に
も
な
り
ま
す
。
一
企
業

に
対
し
て
特
化
し
て
支
援
を

す
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か

と
い
う
の
は
わ
か
り
ま
す
。
村

が
後
援
す
る
と
な
る
と
企
業

も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
使

用
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
村
の
例
規
集
、
粟
国

村
の
使
用
料
条
例
、
こ
の
中
に

こ
の
使
用
料
は
入
っ
て
い
ま

す
か
。
自
治
法
の
2
2
8
条

で
、
条
例
で
定
め
な
さ
い
と
い

う
条
文
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
使

用
条
例
規
定
が
無
い
よ
う
で

す
。
ま
ず
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

粟
国
の
塩
、
海
塩
研
究
所
さ

ん
は
、
粟
国
村
の
名
前
を
広

め
た
功
績
は
多
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
20
名
近
く
雇
用
も

図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
感
謝
の
一
言
で

す
。
会
社
か
ら
支
援
の
お
話
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
し
て
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
、
離
島
フ
ェ
ア
等

で
応
援
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
段
の
応
援
、

支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
も
ち

ろ
ん
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
と

お
り
き
ち
ん
と
ご
対
応
さ
せ

粟国村議会だより
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
考

え
で
す
。

A 

答
弁  
糸
洌
洋
一  総

務
課
長

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の

使
用
料
条
例
に
は
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

使
用
料
条
例
は
あ
り
ま
す

け
ど
、
沖
縄
海
塩
に
特
化
し
た

固
有
名
詞
が
入
っ
た
条
例
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Q 

質
問

　

渡
船
の
検
査
で
、
今
年
度
の

予
定
し
て
い
る
船
の
ド
ッ
ク

入
り
、
ド
ッ
ク
開
け
の
日
程
計

画
を
表
明
し
て
く
だ
さ
い
。
農

協
が
使
用
し
て
い
る
公
民
館

に
つ
い
て
も
、
早
急
な
改
善
、

登
記
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
月
の
議
員
研
修
で
地
域
離

島
課
長
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
す
。
協
力
隊
を

粟
国
村
に
入
れ
て
活
気
が
で

る
よ
う
な
振
興
策
が
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
老
人
ホ
ー

ム
あ
ぐ
に
へ
基
金
を
活
用
す

る
た
め
規
定
の
整
備
を
し
て

直
ぐ
対
応
で
き
る
条
文
に
し

て
く
だ
さ
い
。
施
設
の
老
朽

化
が
始
ま
っ
て
お
り
、
支
援

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
基

金
か
ら
名
義
変
更
し
て
、
老

人
ホ
ー
ム
の
安
定
し
た
経
営

の
た
め
に
も
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

徴
収
権
に
つ
い
て
、
時
効

の
中
断
が
で
き
る
徴
収
権
と

い
う
の
は
課
税
権
た
る
村
長

に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

行
使
し
て
税
金
の
徴
収
を

1
0
0
％
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
年
間
で
終
わ
ら
す
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
、
ぜ
ひ
と
も

や
め
て
い
た
だ
き
、
税
の
公

平
性
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

施
政
方
針
は
議
案
と
違
う

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

施
政
方
針
の
最
後
の
ほ
う
に
、

我
々
と
一
緒
に
共
に
考
え
て

や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
表
明

を
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
れ

は
違
う
ん
だ
と
い
う
ふ
う
な

ご
説
明
を
さ
れ
ま
す
と
、
村

長
と
共
に
歩
め
る
か
と
言
っ

た
ら
歩
め
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
先
に
私
は
出
る
ん
で
す
、

お
互
い
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て

話
し
合
い
を
し
な
け
れ
ば
行

政
と
い
う
の
は
前
に
進
ま
な

い
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
小

規
模
行
政
組
織
で
あ
る
粟
国

村
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
科
診
療
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
令
和
４
年
１
月
27
日
に
開

業
か
ら
令
和
５
年
２
月
末
現

在
ま
で
の
初
診
患
者
数
と
再

来
患
者
数
の
男
女
別
、
１
歳
か

ら
５
歳
刻
み
、
月
ご
と
の
人
数

を
伺
い
た
い
。

②
人
口
に
対
し
て
の
利
用
率

を
伺
い
た
い
。

③
窓
口
診
療
費
は
適
正
に
徴

収
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

④
治
療
が
適
正
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

⑤
新
年
度
の
歯
科
医
師
の
募

集
を
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
っ

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

令
和
４
年
１
月
27
日
に
開

業
か
ら
令
和
５
年
２
月
末
現

在
ま
で
の
初
診
患
者
数
と
再

来
患
者
数
の
男
女
別
、
１
歳
か

ら
５
歳
刻
み
、
月
ご
と
の
人
数

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
の
１
月

が
初
心
者
７
名
、
再
診
者
１

名
、
延
べ
８
名
、
２
月
に
は
初

診
者
18
名
、
再
診
者
32
名
、
延

べ
50
名
。
令
和
４
年
３
月
が
初

診
者
17
名
、
再
診
者
41
名
、
延

べ
58
名
。
４
月
が
初
診
者
９

名
、
再
診
者
30
名
、
延
べ
39
名
。

５
月
が
初
診
者
７
名
、
再
診
者

37
名
、
延
べ
44
名
。
６
月
初
診

者
６
名
、
再
診
者
35
名
、
延
べ

41
名
。
７
月
初
診
者
12
名
、
再

診
者
30
名
、
延
べ
42
名
。
８
月

が
初
診
者
６
名
、
再
診
者
43

名
、
延
べ
49
名
。
９
月
が
初
診

者
７
名
、
再
診
者
25
名
、
延
べ

32
名
。
10
月
が
初
診
者
１
名
、

再
診
者
42
名
の
延
べ
43
名
。
11
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

月
が
初
診
者
７
名
、
再
診
者
59

名
、
延
べ
66
名
。
12
月
が
初
診

者
９
名
、
再
診
者
57
名
、
延
べ

66
名
。
令
和
５
年
１
月
が
初
診

者
８
名
、
再
診
者
39
名
、
延
べ

47
名
。
２
月
が
初
診
者
４
名
、

再
診
者
51
名
、
延
べ
55
名
。
開

業
以
来
の
延
べ
受
信
者
数
は

6
4
0
名
と
な
り
ま
す
。

②
初
診
者
人
数
の
合
計
は

1
1
8
名
で
す
の
で
、1
1
8

名
を
人
口
6
9
0
名
と
し
割

り
ま
す
と
約
17
％
の
利
用
率

と
な
り
ま
す
。

③
当
初
レ
セ
プ
ト
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
不
慣
れ
で
あ
っ

た
た
め
令
和
４
年
の
６
月
分

ま
で
は
窓
口
徴
収
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
未

収
分
に
つ
い
て
は
、
全
額
徴
収

し
て
い
ま
す
。
ま
た
７
月
分
の

窓
口
徴
収
分
に
関
し
て
も
レ

セ
プ
ト
請
求
が
適
正
に
徴
収

さ
れ
、
会
計
課
窓
口
で
徴
収
し

て
い
ま
す
。

④
治
療
に
あ
た
っ
て
は
初
診

の
際
、
患
者
さ
ん
と
相
談
の
う

え
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
治
療

法
や
治
療
方
針
を
立
て
、
そ
の

方
針
の
も
と
、
納
得
の
い
く
診

療
、
治
療
を
心
が
け
実
施
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑤
歯
科
医
師
免
許
を
有
し
て

い
る
方
で
本
年
会
計
年
度
任

用
職
員
同
様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
防
災
無
線
で
去
る
２

月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
期

間
、
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

《
要
望
》

　

休
み
の
周
知
や
治
療
の
苦

情
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定

期
の
休
み
以
外
は
放
送
を
利

用
し
て
周
知
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
利
用
率
も
１
７
％
と
い

う
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
行
政

も
一
緒
に
な
っ
て
歯
科
診
療

が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

港
の
荷
さ
ば
き
場
の
水
た

ま
り
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
大
雨
の
と
き
、
荷
さ
ば
き
場

に
一
部
水
た
ま
り
が
で
き
、
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
改

善
策
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

港
の
荷
さ
ば
き
場
の
一
部

水
た
ま
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

整
備
を
行
っ
た
沖
縄
県
と
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

A 
答
弁  

新
城
光
則経

済
課
長

　

県
の
所
管
課
は
南
部
土
木

事
務
所
に
な
り
ま
す
が
、
県
に

依
頼
し
て
も
県
も
予
算
の
ほ

う
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
早
急
な
対
応
が
で
き
る
か

回
答
は
で
き
な
い
状
況
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
工
事
を
す
る

ま
で
の
間
の
対
応
に
関
し
て

は
、
県
の
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
、

こ
ち
ら
で
準
備
で
き
る
も
の

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

那
覇
船
舶
事
務
所
モ
ニ

タ
ー
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
那
覇
船
舶
事
務
所
の
モ
ニ

タ
ー
が
１
年
以
上
壊
れ
て
い

る
状
態
が
続
い
て
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
伺
い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

那
覇
船
舶
事
務
所
の
モ
ニ

タ
ー
は
、
平
成
30
年
７
月
に

62
万
ほ
ど
で
購
入
し
た
も
の

で
す
が
、
令
和
３
年
頃
か
ら
壊

れ
ま
し
て
修
理
費
用
は
購
入

金
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
今
、
修
繕
は

見
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
変
、
座
間
味
村
や
渡
嘉
敷
村

と
比
べ
て
ち
ょ
っ
と
見
劣
り

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
早

急
に
有
効
な
手
立
て
を
取
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て

渡
嘉
敷
村
は
、
平
成
28
年
か
ら

29
年
に
か
け
て
4
4
0
0
万

を
か
け
て
ウ
ェ
ブ
予
約
シ
ス

テ
ム
、
モ
ニ
タ
ー
、
乗
船
券
発

券
シ
ス
テ
ム
の
工
事
な
ど
を

や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
括
交

付
金
を
活
用
し
て
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ

タ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
括
交
付

金
か
村
単
独
事
業
と
し
て
行

う
か
は
今
の
と
こ
ろ
決
め
て

い
ま
せ
ん
が
、
早
急
に
見
劣
り

す
る
状
況
か
ら
脱
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
要
望
》

　

事
業
と
な
る
と
余
計
に
モ
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

ニ
タ
ー
設
置
が
遅
れ
て
き
ま

す
。
モ
ニ
タ
ー
に
関
し
て
は
、

や
は
り
住
民
、
観
光
客
み
な
さ

ん
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
で
す

の
で
早
め
に
検
討
し
て
取
り

付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

70
歳
以
下
の
運
転
免
許
証

の
更
新
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
粟
国
村
で
70
歳
以
下
の
運

転
免
許
証
の
更
新
が
出
来
な

い
の
は
な
ぜ
か
伺
い
た
い
。

②
令
和
４
年
度
70
歳
以
下
の

方
が
免
許
切
り
替
え
に
つ
い

て
窓
口
に
相
談
が
あ
っ
た
件

数
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

ま
た
今
年
度
、
那
覇
で
免
許

更
新
を
行
っ
た
方
へ
旅
費
の

助
成
等
検
討
し
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

こ
れ
ま
で
70
歳
以
下
の
運

転
免
許
の
特
定
講
習
が
年
２

回
４
月
と
11
月
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度

に
つ
い
て
は
、
粟
国
駐
在
所

と
村
担
当
者
で
調
整
を
行
い

ま
し
た
ら
村
内
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
等
、
ま
た

近
隣
村
の
状
況
を
検
討
し
た

結
果
、
那
覇
警
察
署
へ
の
要

請
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
２
件
の
相

談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
対
応

に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
公
安
委
員
か
ら
派
遣

で
き
な
い
旨
お
伝
え
し
、
本

島
で
講
習
の
受
講
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
粟
国
駐
在
所

か
ら
も
同
様
の
対
応
を
お
願

い
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

先
日
、
実
を
申
し
ま
す
と
、
そ

の
那
覇
で
免
許
更
新
を
行
わ

れ
た
方
か
ら
の
陳
情
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
の
方
の
お
話

を
私
、
聞
き
ま
す
と
、
私
の

公
約
の
中
で
、
全
て
の
人
に

行
政
の
温
か
い
光
が
さ
ん
さ

ん
と
降
り
注
ぐ
よ
う
な
行
政
、

情
の
あ
る
行
政
を
と
、
私
は

申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
令

和
３
年
ま
で
は
島
で
受
け
ら

れ
た
が
令
和
４
年
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
等
で
本
島
ま
で
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

ま
た
令
和
５
年
は
復
活
す
る
。

そ
の
方
の
お
話
で
は
、
な
ぜ
、

令
和
４
年
の
受
講
者
だ
け
不

利
益
を
被
る
ん
だ
と
、
令
和

４
年
か
ら
離
島
で
の
講
習
は

一
切
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
決

定
な
ら
理
解
で
き
る
。
と
こ

ろ
が
令
和
４
年
だ
け
講
習
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

こ
れ
は
や
は
り
ど
う
に
か
ご

対
応
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

と
い
う
切
実
な
訴
え
で
し
た
。

私
は
や
は
り
心
が
動
き
ま
し

た
し
、
そ
の
方
に
も
予
算
は

議
会
に
提
出
し
て
議
会
が
承

諾
し
な
い
限
り
難
し
い
で
す

と
話
を
し
て
、
今
回
の
補
正

予
算
に
議
案
配
布
の
あ
と
で

し
た
が
、
差
替
と
い
う
か
た

ち
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
那
覇
に
行
く
つ
い
で
が

あ
る
の
で
本
島
で
受
け
る
と

い
う
方
も
い
る
の
は
事
実
で

す
。
し
か
し
、私
は
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
強
者
の
理
論

を
皆
さ
ん
に
強
い
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
や
は
り
弱

者
の
方
か
ら
の
切
実
な
要
望

に
は
、
私
ど
も
行
政
は
答
え

な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回

の
補
正
予
算
で
１
名
あ
た
り

2
万
円
の
助
成
の
負
担
金
を

計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
、

議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

令
和
４
年
は
な
ぜ
で
き
な

か
っ
た
の
か
も
う
一
度
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。

A 

答
弁  

糸
洌
洋
一総

務
課
長

　

令
和
４
年
度
か
ら
免
許
更

新
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
原

因
と
し
ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
駐
在

と
総
務
課
の
認
識
の
違
い
、
ど

ち
ら
が
主
管
か
と
い
う
の
も

あ
り
、
今
回
の
案
件
を
契
機
と

し
て
ど
ち
ら
が
主
で
あ
る
か

無
し
か
に
関
わ
ら
ず
、
村
長
か

ら
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
村

民
の
利
便
性
の
向
上
、
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
、
今
後
、
駐
在

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
次
年

度
以
降
、
４
月
、
11
月
頃
の
年

２
回
の
開
催
を
行
う
と
い
う
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

こ
と
で
担
当
も
含
め
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
今
回
に
つ
き

ま
し
て
は
、
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
ま
す
。

《
要
望
》

村
民
が
困
ら
な
い
よ
う
に
普

通
に
で
き
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
と
、
今
回
予
算
を
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

い
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
起
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
行
政
一
人
ひ
と

り
が
今
何
を
す
る
か
を
し
っ

か
り
と
考
え
て
、
各
部
署
で
自

分
の
仕
事
と
し
っ
か
り
向
き

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
３
年
度
繰
越
明
許
費

に
つ
い
て

Q 
質
問

①
令
和
３
年
度
繰
越
し
た
以

下
の
事
業
に
つ
い
て
繰
越
理

由
及
び
執
行
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

１
．
総
務
費

　

 （
1
）
役
場
機
能
緊
急
保
全

事
業

　

6
，
7
1
0
，
0
0
0
円

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

1
．（
1
）
新
庁
舎
の
南
側
の

駐
車
場
の
整
備
費
で
令
和
４

年
５
月
に
工
事
は
完
了
し
て

ま
す
。

Q 

質
問

　

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
土
地
購
入
も

な
さ
れ
た
の
か
。
購
入
単
価
と

工
事
費
の
内
訳
は
。

A 

答
弁  

糸
洌
洋
一総

務
課
長

　

繰
越
し
た
6
7
1
万
円

の
う
ち
、
執
行
率
95
・
9
％
、

6
4
3
万
5
千
円
土
地
購

入
現
駐
車
場
敷
地
3
3
7
㎡

で
代
替
地
2
3
5
㎡
差
額

の
1
0
2
㎡
を
1
㎡
当
た
り

2
，
3
0
0
円
（
坪
単
価

7
，5
9
0
円
）
で
経
23
万
4
，

6
0
0
円
で
購
入
し
て
い
ま

す
。

Q 

質
問

1
．（
2
）
転
出
・
転
入
手
続

き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
係

る
整
備
費
補
助
金
事
業

　

1
，
6
7
2
，
0
0
0
円

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

1
．（
2
）事
業
の
要
綱
が
令
和

4
年
2
月
8
日
に
で
き
ま
し

て
、
令
和
4
年
3
月
9
日
に
交

付
決
定
、
予
算
執
行
は
厳
し
く

繰
越
し
し
て
令
和
5
年
1
月

に
改
修
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
ま
す
。

A 

答
弁  

糸
洌
洋
一総

務
課
長

　

粟
国
村
に
来
な
く
て
も
他

の
市
町
村
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も

転
入
転
出
が
取
れ
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。

Q 

質
問

２
．
民
生
費

　
 （

1
）
総
合
セ
ン
タ
ー
外
壁

劣
化
補
修
工
事

　

３
6
，
6
8
5
，
0
0
0
円

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

2
．（
１
）
令
和
３
、４
年
度
一

般
競
争
入
札
を
実
施
し
た
が
、

落
札
者
が
い
な
く
て
執
行
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
要
因
と
し

て
資
材
等
の
高
騰
に
よ
り
設

計
と
の
金
額
の
差
が
生
じ
た

た
め
で
す
。

Q 

質
問

　

予
算
計
上
し
て
も
執
行
で

き
な
け
れ
ば
、
一
括
で
は
な
く

分
割
し
て
落
札
で
き
る
方
法

は
ど
う
か
。

A 

答
弁  

濱
川
克
也民

生
課
長

　

分
割
で
発
注
で
き
る
の
か
、

ど
の
方
法
が
よ
い
か
早
め
に

取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

Q 

質
問

２
．（
2
）
保
育
所
改
修
工
事

城間 成弘 議員
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7
，
0
0
0
，
0
0
0
円

A 
答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

２
．（
２
）
資
材
高
騰
に
よ
り

予
算
不
足
の
た
め
執
行
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

Q 

質
問

　

改
修
工
事
を
し
な
く
て
も

保
育
所
に
支
障
は
な
い
の
か
。

A 

答
弁  

濱
川
克
也民

生
課
長

　

ベ
ラ
ン
ダ
の
方
は
事
故
防

止
等
を
考
え
て
早
め
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q 

質
問

３
．
衛
生
費

　

 （
1
）
小
型
焼
却
炉
塔
屋
設

置
工
事

　

3
，
5
0
0
，
0
0
0
円

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

３
．（
１
）
令
和
４
年
５
月
２

日
契
約
、
５
月
３
０
日
に
事
業

完
了
し
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

４
．
教
育
費

　
 （

1
）
村
誌
編
さ
ん
費

　

6
，
7
2
1
，
0
0
0
円

A 

答
弁  
髙
良
修
一  

村
長

４
．（
1
）令
和
４
年
１
月
１
２

日
に
入
札
執
行
し
、
事
務
調

整
等
に
時
間
を
要
し
全
額
令

和
４
年
度
に
繰
越
し
こ
れ
ま

で
４
回
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
令
和
４
年
度
の
執
行
は

５
７
万
9
，
0
0
0
円
で
す
。

Q 

質
問

　

こ
の
事
業
は
令
和
3
年
度

予
算
計
上
し
令
和
4
年
度
令

和
5
年
度
に
も
繰
越
し
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
編
さ
ん
委
員
は

何
名
で
す
か
。

A 

答
弁  

又
吉
盛
泰

教
育
総
務
課
長

　

編
さ
ん
委
員
は
13
名

で
、
令
和
4
年
7
月
に
開
催

し
、
経
費
と
し
て
執
筆
編
集

費
38
万
6
，
0
0
0
円
、
旅

費
14
万
円
、
編
さ
ん
委
員
報

酬
5
万
3
，
0
0
0
円
を
予

算
執
行
し
ま
し
た
。

《
要
望
》

　

令
和
3
年
度
事
業
が
執
行

さ
れ
ず
繰
り
越
さ
れ
令
和
4

年
度
に
委
員
会
を
開
催
し
事

業
が
完
了
し
な
い
の
で
令
和

5
年
度
に
繰
越
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
遅
れ
て
い
る
理
由

は
編
さ
ん
委
員
と
し
て
の
人

選
不
足
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
令
和
3
年
度
の
繰
越

明
許
費
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
が
、
今
年
度
の
施
政
方

針
で
村
長
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
、
対
処
す
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
職
員
の
皆

さ
ん
も
気
持
ち
を
一
つ
に
し

て
予
算
執
行
し
て
く
だ
さ
い
。

 　

草
地
開
発
事
業
に
つ
て

Q 

質
問

①
畜
産
振
興
の
た
め
、
未
利
用

地
の
有
効
活
用
と
し
て
事
業

化
計
画
が
あ
る
の
か
村
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

②
国
や
県
か
ら
の
要
望
調
査

依
頼
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
解
消
に
つ
い
て

Q 

質
問

①
土
地
改
良
地
区
に
お
い
て

の
耕
作
放
棄
地
の
面
積
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

②
村
は
、
耕
作
放
棄
地
解
消
に

向
け
て
取
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

A 

答
弁  

髙
良
修
一  

村
長

　

草
地
開
発
に
向
け
た
未
利

用
地
の
事
業
化
計
画
は
現
在

作
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
事
業

化
に
向
け
て
取
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
草
地
開
発
に
は

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
用
地

が
必
要
で
す
。
本
村
の
１
筆
当

た
り
の
用
地
が
小
さ
い
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
他
、
未
相
続
の
土

地
が
多
い
こ
と
か
ら
事
業
化

へ
の
取
組
み
が
遅
れ
て
い
る

の
は
確
か
で
す
。
現
在
、
相
続
、

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
も
国

宮里 昻 議員
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※質問・答弁は要約して掲載しています。

の
方
も
独
自
に
取
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
そ
れ
が

改
善
す
れ
ば
私
ど
も
の
一
助

に
な
る
の
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
国
及
び
県
か
ら

の
調
査
依
頼
は
届
い
て
い
ま

せ
ん
。

　

耕
作
放
棄
地
の
現
在
の
面

積
は
14
・
6
h
a
で
す
。
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て
該

当
す
る
農
地
の
名
義
人
や
、
利

害
関
係
者
に
農
地
利
用
移
行

調
査
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
農
業
委
員
会
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
員
と
連
携
し

て
利
用
権
設
定
を
ま
ず
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
所
有
者
不
明
の

農
地
に
は
有
休
農
地
所
有
者

の
死
亡
が
確
認
で
き
る
こ
と
、

現
所
有
者
が
不
明
で
あ
る
こ

と
、
所
有
者
不
明
で
あ
る
旨
を

公
示
す
る
な
ど
の
手
続
き
を

経
た
あ
と
は
、
農
地
中
間
管
理

機
構
を
通
じ
て
、
県
知
事
に
裁

定
の
手
続
き
を
行
え
ば
農
地

中
間
管
理
機
構
が
利
用
権
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
地

を
借
り
た
い
方
は
当
機
構
と

利
用
権
設
定
を
結
ん
で
い
け

ば
利
用
が
可
能
に
な
る
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同

制
度
の
活
用
、
周
知
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

草
地
開
発
事
業
の
窓
口
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
で
す
か
。

農
家
の
方
々
が
村
の
窓
口
に

要
望
を
す
れ
ば
、
村
の
担
当
は

県
の
ほ
う
と
調
整
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
か
。

A 

答
弁  

新
城
光
則  経

済
課
長

　

窓
口
は
農
地
中
間
管
理
機

構
や
県
の
畜
産
課
と
な
り
、
具

体
的
な
事
業
化
に
し
て
、
南
部

農
林
事
務
所
な
ど
が
所
管
し

て
い
ま
す
。
農
家
の
方
々
が
村

窓
口
で
自
分
の
農
地
で
、
一
定

の
規
模
が
あ
れ
ば
承
る
こ
と

は
可
能
か
と
思
い
ま
す
。

Q 

質
問

　

未
相
続
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
村
の
方
で
相
続
が
で
き
る

よ
う
な
策
と
い
う
の
は
考
え

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

A 

答
弁  

新
城
光
則  経

済
課
長

　

未
相
続
の
土
地
で
名
義
人

が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
な
ど

の
事
例
に
関
し
て
戸
籍
の
調

査
を
村
で
行
っ
て
ど
う
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
告

示
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
６
か
月

間
、
今
度
、
法
律
が
変
わ
っ
て

２
か
月
か
ら
３
か
月
ぐ
ら
い

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

告
示
を
終
わ
っ
た
あ
と
、
県
知

事
の
ほ
う
に
要
請
し
て
、
許
可

が
で
ま
し
た
ら
、
農
地
中
間
管

理
機
構
を
所
有
者
と
い
う
扱

い
に
し
た
利
用
権
設
定
は
で

き
る
と
い
う
状
況
で
す
。

Q 

質
問

　

土
地
改
良
地
区
に
あ
る
耕

作
放
棄
地
を
解
消
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
問
題
点
は
、
先
ほ

ど
と
同
じ
で
す
か
。

A 

答
弁  

新
城
光
則  経

済
課
長

　

同
様
の
部
分
が
あ
っ
た
り

は
し
ま
す
。
今
後
、
所
有
者
不

明
の
土
地
に
つ
い
て
は
こ
う

い
っ
た
公
示
の
手
続
き
と
か

を
経
て
、
ど
ん
ど
ん
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

《
要
望
》

　

耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る

こ
と
に
よ
り
農
家
の
農
業
所

得
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
村
は
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
耕
作
放
棄
地
解
消
に

努
め
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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会期：令和 5年 3月 7日～ 10日
件　名

＊議案の概要
議決

年月日
議決の

結果
小橋川

聡
照喜名

英雄
赤嶺

眞知子
城間
成弘

宮里
昻

上江洲
智章

与那城
義幸

議案
第１号

粟国村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について　＊地
方公務員法の一部改正に伴い、定年を65歳まで段階的に引き上げるととも
に、60歳を超える職員の職制、任用及び給与にかかる規定の整備

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

議案
第２号

粟国村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について　＊地方
公務員法の一部改正に伴い、職員の定年引上げにより60歳を超える職員の
給与を60歳児の7割水準に改める他既定の整備

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第３号

粟国村職員の再任用に関する条例を廃止する条例について　＊地方公務員
法の一部改正により再任用制度に関する規定が削除されたことに伴い廃止。

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第４号

職員の懲戒の手続き及び効果に関する条例の一部を改正する条例につい
て　＊地方公務員法の一部改正に伴い管理監督職勤務上限年齢制度の導
入により、減給の期間にある職員が降給となった場合における減給の額等
に関する規定の整備。

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第５号

粟国村職員の勤務時間、休暇に関する条例の一部を改正する条例について　
＊地方公務員法の改正に伴い、再任用短時間勤務職員を定年前再任用短
時間勤務職員に改めるため、規定の整備。

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第６号

粟国村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について　
＊地方公務員法の改正に伴い、規定の整備

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第７号

単純な労務に雇用される職員の労務の種類及び基準に関する条例を廃止
する条例について　＊会計年度任用職員へ移行のため廃止。

令和5年
3月7日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第８号

粟国村情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について
＊個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、審査会を設置及び組織
ならびに調査審議の手続き等について定める。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第９号

粟国村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
＊個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う条例の制定

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第10号

粟国村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
＊出産一時金を488,000円に改める。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第11号

粟国村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
＊国民健康保険法施行例が改正されることに伴い、改正。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第12号

令和４年粟国村一般会計補正予算（第４号）について
＊歳入歳出156,596千円追加し予算総額2,536,023千円とする。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第13号

令和４年度粟国村国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について　
＊歳入歳出610千円減額し予算総額87,742千円とする。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第14号

令和４年度粟国村航路事業特別会計補正予算（第4号）について
＊歳入歳出676千円減額し予算総額456,332千円とする。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第15号

令和４年度粟国村簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）について
＊歳入歳出6,342千円減額し予算総額185,065千円とする。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第16号

令和４年度粟国村農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）について
＊歳入歳出2,788千円減額し予算総額27,964千円とする。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第17号

令和４年度粟国村村民牧場事業特別会計補正予算（第3号）について
＊歳入歳出79千円減額し予算総額30,476千円とする。

令和5年
3月8日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第18号

令和５年粟国村一般会計予算について
＊歳入歳出予算総額2,410,037千円とする。

令和5年
3月9日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第19号

令和５年度粟国村国民健康保険特別会予算について
＊歳入歳出予算総額91,048千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第20号

令和５年度粟国村航路事業特別会計予算について
＊歳入歳出予算総額91,048千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第21号

令和５年度粟国村簡易水道事業特別会計予算について
＊歳入歳出予算総額271,142千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第22号

令和５年度粟国村農業集落排水事業特別会計予算について
＊歳入歳出予算総額51,115千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第23号

令和５年度粟国村村民牧場事業特別会計予算について
＊歳入歳出予算総額40,354千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第24号

令和５年度粟国村後期高齢者医療特別会計予算について
＊歳入歳出予算総額7,833千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第25号

令和５年度粟国村歯科診療事業特別会計予算について
＊歳入歳出予算総額18,603千円とする。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第26号

粟国村過疎地域持続的発展計画の一部変更について
＊事業計画の追加　粟国村・フェリーターミナル整備事業

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問
第１号

人権擁護委員候補者の推薦について
＊呉屋貴美江氏を推薦することについて。

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意
第１号

固定資産評価審査委員会委員選任の同意について
＊新川盛光氏を選任することについて。

令和5年
3月10日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意
第２号

固定資産評価審査委員会委員選任の同意について
＊秋田稔氏を選任することについて。

令和5年
3月10日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

同意
第３号

固定資産評価審査委員会委員選任の同意について
＊砂川惠彦氏を選任することについて。

令和5年
3月10日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第１号 粟国村議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 令和5年

3月10日
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第２号

有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）汚染から県民の健康と生命を守る決議に
ついて

令和5年
3月10日

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第３号 日米地位協定の見直しに関する要望決議について 令和5年

3月10日
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
第４号 沖縄の離島振興に関する要望決議について 令和5年

3月10日
原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年 第１回 粟国村議会定例会において議決した議案令和５年 第１回 粟国村議会定例会において議決した議案
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　6月定例会は、6月6日（火）開
会予定です。
　粟国村ホームページ、インフォ
メーションに粟国村議会・粟国村
議会だよりを掲載していますので
ご覧ください。
　役場1階あぐにひろばでも本会
議を生中継致します。

３月

１日 議会運営委員会
６日 全員協議会事務局

７日～１０日 令和５年第１回粟国村議会定例会
１１日 粟国小中学校卒業式（議長、他議員出席）
１７日 粟国幼稚園修了式（議長）

４月

１０日 粟国小中学校入学式
１１日 粟国幼稚園入園式
２７日 南部離島町村長議長連絡協議会定例会（議長）
２８日 沖縄振興拡大会議（議長）
２９日 粟国村老人クラブ連合会総会（議長）

５月

９日 南部地区市町村議会議長会管内行政視察（議長）
１０日 常任委員長・副委員長実務研修会（議会運営委員長、副委員長）

１６日～１７日 離島六村議会運営協議会視察研修会　久米島（全議員）
２３日 第４８回全国町村議会議長・副議長研修会　東京　（議長、副議長）
２５日 沖縄県土木建築部との行政懇談会（議長）

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を
お寄せくださいお寄せください

議会傍聴について議会傍聴について

題字（議会だより）と写真を募集しています。
連絡先：議会事務局　
　　　  電話：988-2222　FAX：988-2281
　　　  Mail：gikai@vill.aguni.okinawa.jp

　

５
月
16
日
か
ら
１
泊
２
日
で
、
離
島
六
村
議
会
運
営

協
議
会
視
察
研
修
会
が
久
米
島
で
開
催
さ
れ
参
加
し

ま
し
た
。
研
修
会
場
の
久
米
島
町
役
場
で
は
、
桃
原
久

米
島
町
長
、
玉
城
久
米
島
町
議
会
議
長
他
職
員
の
皆
様

に
歓
迎
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
は

じ
め
に
桃
原
町
長
に
よ
る
町
概
要
の
説
明
が
あ
り
、
沖

縄
県
町
村
議
会
議
長
会
の
石
垣
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
議
会
運
営
事
例
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
視
察

は
、
車
エ
ビ
の
養
殖
場
、
近
年
温
暖
化
に
よ
り
生
産
量

が
減
少
し
て
い
る
現
状
、
今
後
は
強
い
品
種
の
改
良
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
久
米
島
出
身
の

大
道
社
長
が
経
営
さ
れ
る
海
洋
深
層
水
を
利
用
し
た

化
粧
品
の
会
社
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
づ
く
り
に
取

り
組
み
従
業
員
70
人
。
久
米
島
は
毎
年
１
０
０
人
の
人

口
が
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
観
光
や
企
業
誘

致
に
も
積
極
的
に
活
動
し
実
現
に
向
け
取
り
組
ま
れ

て
い
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
離
島
１
町
６
村
の
議
員

の
皆
さ
ん
と
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
が
で
き
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
宮
里　

昻
）

　

２
０
２
２
年
12
月
定
例
議
会
で
の
議
員

一
般
質
問
を
議
会
だ
よ
り
に
編
集
す
る
に

当
た
り
、
議
員
各
自
で
、
質
問
内
容
と
村
長

答
弁
の
議
事
録
要
約
作
業
を
行
い
ま
す
。登

壇
し
た
議
員
に
は
村
民
の
皆
様
に
何
処
ま

で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、頭
を
抱
え
る

作
業
で
す
。質
問
と
回
答
は
議
会
議
事
録
を

是
非
と
も
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
ペ
ー
ジ
の
制
約
も
あ
り

全
て
を
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
議
会
議
事
録
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て
村
民
の
皆
様
が

自
由
に
閲
覧
出
来
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
照
喜
名　

英
雄
）

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

小
橋
川　

聡

副
委
員
長

照
喜
名　

英
雄

委

員

宮
里　
　

昻

【
編
集
後
記
】

議 会 の 動 き議 会 の 動 き


